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自己紹介

I ドイツ生まれ、日本育ち
I ある日、電車で Linux入りの CD-ROMを拾った
I Linux雑誌への連載やメールマガジン運営など
I ミュンヘン大学情報学部に留学 (1999 - 2005)
I Slashdot Japan編集長 (2001 - )
I 現在：日本で就職活動中
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本日のテーマ

I Slashdot Japanの紹介
I Slashdot Japanの裏側をちょこっと覗く
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目次

Slashdot Japanについて

1. ニュースサイト

2. 掲示版

3. 日記サイト

Slashdot Japanのシステム

今後の計画
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Slashdot Japan概要

モットー

“アレゲなニュースと雑談のサイト”

I 読者投稿型ニュースサイト、編集者はボランティア
I ニュース記事にコメント可能
I 対象読者：技術好き、オープンソース好き、ハイテクヲタク
I テーマ：オープンソース、ネットワーク、新技術、科学、技
術系の時事ネタ、言論の自由など

I 約 1500万ページビュー/月、約 9万ビジット/日
I システム：Slashdot.org用に開発された Slashcodeを独自
拡張

I OSDN.jp傘下 (他：Sourceforge.jp, japan.linux.com)
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Slashdot Japan沿革

I 2001年春：日本版 Slashdot.org設立計画、発動
I 2001年 4月：β公開
I 2001年 5月 28日：正式オープン
I 2002年 4月：600万 PV/月
I 2002年 6月：1万登録ユーザ
I 2002年 7月：1000万 PV/月
I 2004年 1月：2万登録ユーザ
I 2005年 4月：累計 1万ストーリー
I 2005年 5月 19日：4周年記念パーティ
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運営体制

VA Linux Systems Japan株式会社OSDN事業部
I 元締め
I システム運用
I 広告
I 商標などの権利関係
編集長 (Oliver)

I コンテンツに関する責任者
I VAからの業務委託 (実際には趣味)
I 最近はシステムの開発も
編集者

I タレコミの審査、記事の書き下ろし
I ボランティア
I やる気のある時に、やりたいだけ
I 緩やかな編集方針のもと、基本的には各自が好き勝手に
I メンバー追加：既存メンバーのコンセンサスで
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ニュースサイトとしてのSlashdot Japan
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ニュースサイトとしてのSlashdot Japan

I １日４ –１２本のニュース記事を掲載
I ほとんどの記事は読者によるタレコミ文
I 要約および一次情報源もしくは他メディアへのリンク
I 約 10人の編集者が得意分野を中心にタレコミを選別/校正
I タレコミ数は掲載数の数倍
I 記事の量よりも「議論したいネタ」、「日常会話のタネになる
ネタ」

I 11の専門セクション
I 累計１万以上の記事を掲載

I 商用サイトと個人サイトの中間なポジション
I 個人サイトで話題→ /.jp記事→大手メディア記事
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タレコミの選別・編集

I とりあえず日本語になっている
I 一次情報へのリンク優先
I リンクをたどらなくても最低限の事が分かる要約
I 感想、主観はほどほどに
I 他メディアからのコピペ投稿に注意
I 誤字脱字、リンク切れは出来るだけチェック
I URL生書き、「こちら」リンクの回避
I トップに載せるには専門的すぎるものはセクションローカ
ルに

I 書き下ろし記事：得意分野なら即掲載、でなければタレコミ
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タレコミ掲載までの道 (管理画面)

管理者メニュー
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タレコミ掲載までの道 (管理画面)

タレコミ一覧
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タレコミ掲載までの道 (管理画面)
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タレコミ掲載までの道 (管理画面)

保存
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掲示板としてのSlashdot Japan
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掲示板としてのSlashdot Japan

I 各ニュース記事ごとに掲示版
I テーマ誘導、短期決戦型
I 登録ユーザによる記名コメントおよび匿名コメント
I モデレーションシステムによるスコア付け
I スコアによってコメントの可視性が変化
I 数十から数百のコメント／記事

I コメントを読むユーザは全体の 2–3割程度?
I 自らコメントもするのは更に小数
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コメントの削除に関する方針

I 違法コメント以外は削除しない
I 指針：テレサ協プロバイダー責任制限法ガイドライン
I 発言するなら、信念を持って。安易にひっこめるな
I 反論と訂正はコメントですればいい
I 削除要請、個人情報開示要求はたまにある
I 削除実績：０、一部伏せ字化：１
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匿名コメント

I コメントの匿名投稿が可能
I 本来はセンシティブな情報の提供者を守る為のもの
I でも、実際には...

Anonymous Coward

匿名の臆病者

I 非登録ユーザのコメント or登録ユーザの匿名希望コメント
I IPをハッシュ化した IPIDのみ保存、ユーザには開示せず
I 匿名コメントの発信元確認は困難
I 本家の匿名率：２０–３０％、日本の匿名率：６０–８０％
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匿名コメント：安易に匿名にしてしまう理由

I 主張はしたいけど自己主張はイヤ
I 個人的な趣好を知られたくない
I 批判されるのが耐えられない
I 人格攻撃な批判が存在する
I 個人をターゲットにした嫌がらせ (粘着)が恐い
I 企業や団体を非難するのが、なんとなく恐い

→群体に隠れてコソコソ

見落とされがち：登録ユーザも個の識別はできるけど、
実質的には匿名
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匿名コメント：許可することによる害と利益

害
I 個の識別ができないため、議論しにくい
I 揚げ足取り、面とはむかって出来ない様な批判
I 話題とは関係ない荒しコメント (First Postなど)
I 2ch文化の流入 (アスキーアート、用語など)
I 自作自演
I 小人数による多人数演出→世論誘導
利

I 敷居低下によるコメント数の大幅増加
I ニュース当事者の生の声が聞ける
I おもわぬ暴露話も珍しくない
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モデレーションシステム

I コメントのスコア付け
I 高スコアのコメントほど有意義、マイナススコアは荒し
I スコアによる表示のフィルタ
I 開始スコア：匿名コメント：０、記名コメント：１
I デフォルト：スコア＞＝１のコメントのみ表示
I 連続でマイナスされると投稿者に一定時間の投稿停止処分
I 目的

1. 荒しの抑止
2. コメントのおいしいところだけツマミ喰い
3. 良いコメントを投稿するインセンティブ
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モデレーションシステム：モデレーターの選出

I アクティブな登録ユーザからモデレータを選出
I 常連
I 最近、コメントを読んでるか
I Slashdot中毒でないか
I ポイントを対象にランダムで割当、一定以上で選出

I 選出されたら３日以内に５個のコメントを評価する権利
I プラス評価：すばらしい洞察、興味深い、参考になる、おも
しろおかしい

I マイナス評価：オフトピック、フレームのもと、荒し

I 誰がモデレートしたのかは読者には分からない
I モデレーションの正当性を評価するメタモデレーション (登
録ユーザ全員)
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モデレーションシステム：成功か失敗か

反対意見
I 主観で動くモデレーター
I 個々のモデレーションの是非をめぐる論争がおきる
I 良質のコメントを投稿するインセンティブになっていない
I 0か-1にしないと議論が追えない
しかし

I 個人情報晒しや広告投稿など、見られてナンボな荒しの抑止
効果

I 自動投稿規制による個人攻撃削減効果
I スコア 3以上に設定すると、関連リンクや詳細情報だけで
便利

そもそも雑談したい人の為の機能ではない
目的を考えれば十分に成功
今後の課題：より客観的なモデレーションを促す評価種別の導入
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日記サイトとしてのSlashdot Japan
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日記サイトとしてのSlashdot Japan

I 登録ユーザは日記／ブログをつける事が可能
I 極めてシンプル：文章のみ
I コメント機能付き
I あくまでオマケ
I 約３０００ユーザが活用
I 約３０万の日記エントリ
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ハードウェア

2001年 – 2005年
I 1U型ウェブサーバ５台：Pentium III 1GHz、1GB RAM
I データベースサーバ１台：Pentium III 1GHz、2GB RAM
I アプリケーションサーバ１台：Pentium III 1GHz
I Debian 3.0 (woody)、MySQL 3.x -> 4.0

2005年 –
I ブレード型ウェブサーバ３台：Xeon 3GHz*4、2GB RAM
I データベースサーバ１台：Xeon 2.xGHz*2、4GB RAM
I アプリケーションサーバ１台：Pentium III 1GHz*2
I Debian 3.1 (sarge)、MySQL 4.1
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システム図
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Slashcode

I Slashdot.orgのコードから発展した CMS
I 「Slashdot風」なサイトが構築可能
I OSDNサイトを筆頭に多数のサイトが利用
I Apache 1.x, mod_perl 1.x, MySQL
I 長い歴史で発展してきたコード、ちょっとスパゲティ
I 大規模サイトでも安定運用するための工夫
I http://www.slashcode.com/

@ Slashdot Japan
I –2.2：独自に日本語 (EUC-JP)対応したコード

(文字コード変換の追加、byte処理的な部分をカット)
I 2.3–：Perl 5.8、MySQL 4.1の国際化を活用、UTF-8に統一
I http://sourceforge.jp/projects/slashdotjp/
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今後の計画

I セクションローカル記事 (トップには掲載されず、各セク
ションにのみ掲載)の充実

I 対象テーマ拡大によるターゲット読者の拡充
I モデレーションシステムの見直し
I システムアップグレード

I モデレーションのスコアへの影響のカスタマイズ
I Friend of Foe (お気に入りユーザー)システムの導入
I 日記システムの充実：トラックバック、画像など
I 各種 APIの提供

Oliver M. Bolzer Slashdot Japan 18.05.2005 26 / 27



目次 概要 ニュース 掲示版 日記 システム 未来

質問・意見・フリーディスカッション

Q & A
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